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始めよう！「自分らしい生き方」さがし
ー大量退職時代を迎えた団塊世代への期待 2―

● 函館市地域交流まちづくりセンター・遠藤洋一 (61歳）

実は、団塊の世代、シニアなどと言

われても、全くピンと来ていません。

現役（今も現役ですが）の時の仕事仲

間が、私の子供と同じくらいの方ばか

りで、一生懸命仕事に遊びにと付き合っ

ていたのです。そうでもしないと遙か

歳の離れた自分の考えなど聞き入れて

くれなくなるし、何よりも楽しかった

ので老け込んでる暇などなかったので

す。おかげで彼らも私の年齢など気に

する事も無くごく普通に接してました。

それで気持ちや考え方も、いまだに若

いと言うか幼稚なのではと思います。

誰かに迷惑をかけてなければ、特に無

理をして若作りしている訳ではないの

で良いかなと思ってます。

以前の職場は裏にある某老舗で、作

業服かと思われるタキシード、蝶ネク

タイでサービス員を指導する立場で、

お客様に楽しんで頂くのを心情に頑張っ

ていました。お客様にも顔を覚えて頂

けて、行動したことがすぐに自分に跳

ね返って来る楽しくも怖い仕事でした。

時代の流れか、サービスに対する考

え方が上層部とはすれ違うようになり

骨を埋めるつもりでいた職場でしたが、

自分の考えているサービスが出来ない

なら身を引くしかないと考える日々が

続き、後先考えず飛び出してしまいま

した。もうサービス業には戻らないつ

もりでいた数年後、新しくレストラン

をオープンさせたいので、責任者とし

て手伝って欲しいと誘いがあり一番好

きな職種でもありますし、迷いながら

も引き受けスタッフの教育を始めよう

としたその日に、あろう事か心臓発作

を虚血性心筋梗塞で緊急搬送、家族が

呼ばれ、時間が立ちすぎ無理だろうと

宣言され、皆があきらめかけたとき、

なにかしら反応したらしくＩＣＵへ入

り緊急手術。奇跡的に脳や四肢の運動

には障害が残らず数ヶ月後退院出来ま

した。この状態で退院出来るのは２～

３％の確率しかないらしいのです。若

干の記憶を失ったのと、退院後様々な

ことが認識出来なくなる等の症状が出

たりしました。

それで、一時期社会との接触が出来

なくなり、今で言う引きこもりの状態

が約一年続きました。みんなに迷惑を

かけないで生きていくことが私の心情

だったのですが、この時ばかりは心配

や迷惑を沢山かけてしまいました。

リハビリに励み、何とか外へも出歩

けるように成ったある日、以前の職場

で数度お話したことのある「ひのき屋」

と言う太鼓グループのコンサートを見

に行く機会があり、太鼓の音が生きて

いる喜びを胸一杯に感じさせてくれ、

いつのまにか涙を流し感動していまし

た。第一回はこだて国際民族芸術祭で

のボランティア募集を知り、出来る範

囲で手伝えたらと出かける事にし、こ

の事が社会に復帰するきっかけに成り

ました。

まちセンにお世話に成った経緯は、

その時に駅前の電停で偶然にも、やは

り以前の職場で家族ぐるみでお世話に

成っていたまちセンのヨコ爺こと横内

氏とはち合わせ、後日お互いの近況報

告と「ひのき屋」のボランティアの件

を相談にいきました。とりあえず、体

と精神的なリハビリのため、まちセン

開催のＮＰＯまつりのボランティアを

手伝うことになり、時間さえあれば、

まちセンに出かけるように成りました。

慣れてきた頃、私に声がかかりました。

そんな訳で、私は今ここで新人丸出し

で、来館された皆様のお手伝いをかろ

うじてさせていただいている訳です。

サービスで培った経験が生かされてい

れば良いのですが、勉強不足でご迷惑

をかけているのではないかと思います。

体調も精神的にも社会に何とか順応し
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1人1人の気持ちを込めたリボンで、まちセンの“幸せ

を呼ぶもみの木”を飾ってください－と昨年に引き続き

お呼びかけした「リボンを結ぶクリスマスツリー」。今

年も色とりどりのリボンやサンタクロースの折り紙など

で見事に彩られ、ツリー前ではメサイア合唱、ジャズ、

フォーク、マリンバetc様々な音楽のコンサートが行われ

て、とってもにぎやかな12月となりました。毎日、目の

前でたくさんのお客さまのリボンを結ぶ姿を見て、cafe

オタジィラスタッフもあったかくて幸せな気持ちをいた

だきました。リボンや折り紙のご提供、そして気持ちを

寄せてくださったみなさま本当にありがとうございます。

1つ1つ結ばれたリボンの静かな（または情熱的な）気持

ちでつくられた幸せなツリーを見て、２００８年の出来

事をいろいろと思い出しました。重ねてありがとうござ

います。２００９年もみなさまのお越しをお待ちしてお

ります☆よろしくお願いいたします。

てきて、まちセンで新たに出会った方々、

以前の職場でお会いした方々と大勢の

方にここで再会し、心配されながらも

充実した日々を送らせていただいてい

ます。

以前から好奇心が強く、興味のある

ものは試してみないと気が済まない性

格が一層強くなった気がします。数十

年続けているフライフィッシングは一

緒に釣行する仲間も増えましたし、最

近はアフリカ太鼓にも興味をもち、毎

週木曜のワークショップに参加、また

ブルースハーモニカにギター、ブルー

グラスのフィドルに興味のある方々と

も一緒に練習に参加しています。音楽

を聞くのも、音を出すのも（まだまだ

演奏とは言えません）大好きで、頑張

るつもりでいて、やはり老け込んでい

る暇はありそうもないのです。

団塊の世代と言われている方々は多

少時間が出来るわけですから、なにか

真剣に取り組めることを見つけ、仕事

仕事に追い回され、楽しむことを忘れ

ていた時間を取り戻す努力をしてみま

せんか。まずは自分が今思っているよ

り、まだまだず～と長いですし、やれ

ることは沢山あります。勉強も良し、

遊びも良し、時間が足りないくらい夢

中になれる事をみつけ取り組んでみて

下さい。ただし体調管理を怠ることの

無いように、しっかり検診を受けて安

心して行動することをお勧めします。

まちセンでも色々な講座が開催され

ています。函館山に登山しながらの野

草、小動物、三十三観音などを観察。

西部地区にとどまらない函館歴史散歩

の会など、体力と気力、勉強心が必要

な講座が沢山あります。自分の興味に

あった講座を探して参加されてみては

いかがですか。まちセンスタッフが、

出来るだけお手伝いいたします。

＜函館について＞

私は、卒業後すぐに函館を離れ、帰

函後はバブル景気の始まり。バブルが

はじけるまでの間は仕事、仕事で気が

ついたら、一番行動力のある時代に、

ここ函館でまったく遊んでいなかった

事に気がつきました。観光で行きたい

町は何処ですか？というアンケートで

函館は何番目だったかご存じですか。

沢山の方が、ここ函館を選んでいるの

です。正直ビックリされた方が多いの

ではないでしょうか？函館に暮らして

いる方々より、観光で函館へ来る方の

ほうが本当の函館の良さを知っている

のではと思います。ネットで検索など

して基礎知識、目的意識を持って来函

される方が増えています。まちセンに

いると自分の知らない場所や店などを

訪ねられ、いかに函館の事を知らない

か思い知らされます。

古き良き建物、通りなどドンドン消

え失せて行きますね。先日も電車から

よく見ていた土蔵が、工事用の幕がか

かって何日もしない内に跡形も無く消

えてました。何とか活かせなかったの

か残念でたまりません。大都市では、

そんな建物が素晴らしい店舗になった

りして借り手も大勢居るようですし、

見事に活かしている若者達も大勢いま

す。ここ函館でもその様な建物を活か

したお店が頑張っていますが、まだ手

つかずで朽ちて行くのを待っているよ

うな建物も沢山あります。どう活かし

て良いのか勉強する必要がありますね。

維持をして行くのが大変なんだろうと

思いますが、経験豊富な人材も含めて

何とか活かす事も考えていかなくては

なりませんね。観光、観光と騒いでい

るわりには、力の入れどころが間違っ

ている気がしてなりません。一部の人

間だけが頑張っても、ここ函館の良さ

は伝わらないのです。

函館を少しでも活気のある場所にと

思われるなら、「私は観光事業者では

無いから」と言っていられないのです。

来函されたお客様を、今よく使われて

いる『おもてなし』で、出来る範囲で

良いですから実践して行かなければ、

この先の函館は忘れられたものになっ

てしまいますし、なってからでは取り

戻せないのです。時間、余裕が多少出

来た団塊世代がこれから続いて来る後

輩、子供、孫のために、少しでも力を

貸してあげられたら、観光客の皆さん

が少しでも喜んで帰っていただけたら、

ここ函館も捨てたもんじゃないねと言

えると思うのですが。
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